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だれ す な ちいき

く

みずほくしょうがいしゃじりつしえんれんらくきょうぎかい とうじしゃぶかい

みずほくしょうがいしゃじりつしえんれんらくきょうぎかい

しょうがい あんしん く みずほく いろいろ かつどう あつ

さくせい みずほくしょうがいしゃじりつしえんれんらくきょうぎかい とうじしゃぶかい

といあわせ みずほくしょうがいしゃきかんそうだんしえんせんたー



ここでは、障害の種類を紹介します。

しかし、同じ障害でも、生まれつきの障害（先天性）か、

病気や事故などによる障害（中途障害）かでも、個人差があり、

困りごとは人それぞれです。

まずは知って欲しい！
障害者ってどんな人？

し

しょうがいしゃ

しょうがい

しょうがいしょうがい

しょうがい

しゅるい しょうかい

せんてんせい

びょうき じこ ちゅうとしょうがい こじんさ

こま ひと

おな う

ほ

ひと
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肢体不自由

手や足、身体の胴の部分

に障害があることをいいま

す。事故による手足の損

傷、関節の変形、腰や首、

脳の血管、神経等に損傷

を受けてなるものなど様々

です。それぞれの状況に

応じて、杖や装具、車椅子

を使用しています。

したいふじゆう

て あし からだ どう ぶぶん

しょうがい

じこ てあし そん

かんせつ へんけい こし くび

のう けっかん しんけいなど そんしょう

う さまざま

じょうきょう

おう つえ そうぐ くるまいす

しよう

しょう

まずは知って欲しい！障害者ってどんな人？①
し ほ しょうがいしゃ ひと

視覚障害

全く見えない（全盲）、

眼鏡などで矯正しても

視力が弱い（弱視）、見

える範囲（視野）が狭い

（視野狭窄）があります。

しかくしょうがい

まった み ぜんもう

めがね きょうせい

しりょく よわ じゃくし み

はんい しや せま

しやきょうさく

人の声や物音が聴こえ

ない、または聴こえにく

いという障害です。

聴覚障害
ちょうかくしょうがい

ひと こえ ものおと き

き

しょうがい



まずは知って欲しい！障害者ってどんな人？②
し ほ しょうがいしゃ

じゅうしょうしんしんしょうがい

重症心身障害

重度の肢体不自由と重度

の知的障害などが重複し

ている、最も重い障害を重

症心身障害といいます。

2～3歳程度までの知能で、

寝たきりややっと座ること

が出来るような人とされて

います。

ひと

内部障害

病気などで、身体の内部

（心臓、腎臓、肺、膀胱、

肝臓、直腸、小腸）の働き

が弱くなったり出来なく

なったりする機能の障害、

ヒト免疫不全ウイルス

（HIV）による免疫機能の

障害をいいます。

ないぶしょうがい

びょうき からだ ないぶ

しんぞう じんぞう はい ぼうこう

かんぞう ちょくちょう しょうちょう はたら

でき

えいちあいぶい

ひとめんえきふぜんういるす

めんえききのう

しょうがいきのう

しょうがい

よわ

生活や学習面で現れる

知的な働きや発達が、

同年齢の人の平均と比

べてゆったりしているこ

とをいいます。脳の機能

障害であり、軽度から最

重度まで幅が広く、障害

の現れ方が様々です。

知的障害
ちてきしょうがい

せいかつ がくしゅうめん あらわ

ちてき はたら はったつ

どうねんれい ひと へいきん

のう きのう

しょうがい けいど

じゅうど はば ひろ しょうがい

あらわ かた さまざま

くら

さい

じゅうど したいふじゆう じゅうど

ちてきしょうがい ちょうふく

もっと おも しょうがい じゅう

しょうしんしんしょうがい

さいていど ちのう

ね すわ

でき ひと
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脳の機能障害によって

生じるもので、自閉症な

どの広汎性発達障害、

注意欠陥多動性障害、

学習障害などがありま

す。知的障害を伴う方と、

伴わない方がいます。

精神疾患のために、日常生活

や社会生活がしづらくなること

をいいます。生涯を通じて、５

人に一人は精神疾患にかか

るといわれています。精神疾

患には、統合失調症、うつ病、

アルコール依存症、てんかん、

不安障害など、さまざまあり、

経過や症状も人それぞれです。

精神障害発達障害
はったつしょうがい せいしんしょうがい

のう

ちてきしょうがい

きのうしょうがい

しょう じへいしょう

こうはんせいはったつしょうがい

ちゅういけっかんたどうせいしょうがい

がくしゅうしょうがい

ともな かた

ともな かた

せいしんしっかん にちじょうせいかつ

しゃかいせいかつ

しょうがい つう

にん ひとり せいしんしっかん

せいしんしっ

かん とうごうしっちょうしょう びょう

あるこーるいぞんしょう

ふあんしょうがい

けいか しょうじょう ひと

まずは知って欲しい！障害者ってどんな人？③
し ほ しょうがいしゃ

交通事故や脳血管障害によ

り、脳にダメージを受けるこ

とで生じる、認知障害や行動

障害などの症状のことをい

います。物忘れ、不注意、段

取りが悪い、怒りっぽくなっ

た、などがあり、症状も重症

度も人それぞれです。

高次脳機能障害
こうじのうきのうしょうがい

こうつうじこ のうけっかんしょうがい

のう う

しょう にんちしょうがい こうどう

しょうじょう

ものわす ふちゅうい だん

わる おこ

しょうじょう じゅうしょう

ひと

ど

ど

しょうがい

ひと



ご存知ですか！？

平成31年4月1日施行

平成28年4月1日施行

「障害者を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」

6

ぞんじ

しょうがいしゃさべつかいしょうすいしんじょうれい

障害者差別解消推進条例
しょうがいしゃ りゆう さべつ かいしょう すいしん かん ほうりつ しょうがいしゃさべつかいしょうほう

へいせい ねん がつ にち しこう

この法律では障害を理由とする差別として

について定めています。

「不当な差別的取り扱いの禁止」と「合理的配慮の提供」

安心して共に暮らせるまち・なごやをめざしてつくられました。

尊重され、お互いを思いやる気持ちを持ちながら、

この条例は、障害のある人もない人も誰もが、かけがえのない個人として

障害者差別解消推進条例

名古屋市障害のある人もない人も共に生きるための
なごやし しょうがい ひと ひと とも い

しょうがいしゃさべつかいしょうすいしんじょうれい

ほうりつ しょうがい りゆう さべつ

ふとう さべつてき と あつか きんし ごうりてきはいりょ ていきょう

さだ

へいせい ねん がつ にち しこう

じょうれい しょうがい ひと ひと だれ こじん

そんちょう たが おも きも も

あんしん とも く



思うこと

障害についての知識がないと、どうしていいかわからない、とよく言われます。

障害があってもなくても、個性や考えは人それぞれ。

どう配慮してほしいかは、障害の有無や種類でなく、人によって状況によって違うと

私たちは思います。

この冊子では、当事者部会の中で聞かれたエピソードを場面別で紹介しています。

障害に関することだけではなく、参加者から出てきた「差別」や「配慮」に関連する

のエピソードを載せています。

この冊子を通じて、それぞれの地域生活を身近に感じてもらえるとうれしいです。
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「障害者差別解消法」と「合理的配慮」に
しょうがいしゃさべつかいしょうほう ごうりてきはいりょ

おも

しょうがい ちしき い

しょうがい こせい かんが ひと

はいりょ しょうがい うむ しゅるい ひと じょうきょう ちが

わたし おも

さっし とうじしゃぶかい なか き えぴそーど ばめんべつ しょうかい

しょうがい かん さんかしゃ で さべつ はいりょ かんれん

困る
こま

助かる！
たす

知ってほしい
し

えぴそーど の

さっし つう ちいきせいかつ みぢか かん



外出の時

買い物で

スロープの角度が急で、1人では

上がれないとき、声をかけてから、

手伝ってもらえると助かる。

（車いす利用者）

商品名や値札の字

が大きいと読めるの

で、ありがたい。

（弱視）（高齢者）

文字を読めないので、

パッケージの絵や商品の

見た目で判断している。

同じようなパッケージだと、

違いが分からなくて困る。

（学習障害）（知的障害）

手がふさがっていたり、使えないと

き、買い物かごの移動を手伝って

いただいてとても助かった。

（身体障害）（車いす利用者）

（杖利用者）（幼児の母）

がいしゅつ とき

か もの

もじ よ

ぱっけーじ え しょうひん

み め はんだん

おな ぱっけーじ

ちが わ こま

がくしゅうしょうがい ちてきしょうがい

すろーぷ かくど きゅう ひとり

あ こえ

てつだ たす

くるま りようしゃ

て つか

か もの いどう てつだ

たす

しんたいしょうがい くるま りようしゃ

つえりようしゃ ようじ はは

しょうひんめい ねふだ じ

おお よ

じゃくし こうれいしゃ



男性トイレにはこどものオムツ

替え台やこども用便座がない

ことが多く、利用している。

（乳幼児の父）

シルバーカー、歩行車、ベビー

カーなどを押したまま入れるか

ら助かる。他にも広いトイレが

欲しい。（身体障害）

（高齢者）（乳児の母）

性同一性障害やオストメイト（人工肛門）

の人も利用している。見た目には分から

なくても、必要な人がいると知ってほしい。

（性同一性障害）（内部障害）

多機能すぎて、必要な人がたくさん

いて、足りないなと思う。

（車いす利用者）

公衆トイレにはまだまだ少なくて困る。段差がある、手すり

がない、和式、などで利用できないことが多い。

（身体障害）（車いす利用者）（高齢者）

こうしゅうといれ

外出の時

多機能トイレで

がいしゅつ とき

たきのうといれ

すく こま だんさ て

わしき りよう おお

しんたいしょうがい くるま りようしゃ こうれいしゃ

たきのう ひつよう ひと

た おも

くるま りようしゃ

せいどういつせいしょうがい おすとめいと じんこうこうもん

ひと りよう み め わ

ひつよう ひと し

ないぶしょうがいせいどういつせいしょうがい

しるばーかー ほこうしゃ べびー

かー お はい

たす ほか ひろ といれ

ほ しんたいしょうがい

こうれいしゃ にゅうじ はは

だんせいといれ おむつ

か だい よう べんざ

おお りよう

にゅうようじ ちち



同行者がいても、本人が

話しかけたら、本人と話を

してほしい。 （全障害）

観光ロープウエイを揺らして

しまったりするので、周りの

人のことを考えると、遠慮し

た方がいいのかなと葛藤し

ている。 （知的障害・家族）

車いすに乗っていると子ども扱いされ

る。年齢にあった接し方をしてほしい。

（車いす利用者）

外出の時

散歩や

おでかけで

がいしゅつ とき

さんぽ

くるま の こ あつか

ねんれい せっ かた

くるま りようしゃ

どうこうしゃ ほんにん

はな ほんにん はなし

ぜんしょうがい

かんこう ろーぷうぇい ゆ

まわ

ひと かんが えんりょ

ほう かっとう

ちてきしょうがい かぞく

精神状態が悪いと、何かを聞いた

り申し出たりできない。自分でもど

うしていいかわからなくてつらい。

（精神障害）

車いすを自分で操作しているときに、いきなり

押されると怖い。必ず声掛けをして確認して

から押してほしい。 （車いす利用者）

くるま そうさじぶん

お こわ かなら こえか かくにん

お くるま りようしゃ

せいしんじょうたい わる なに き

もう で じぶん

せいしんしょうがい

いつも配慮してもらって感謝している。

感謝の気持ちがあっても、言葉がす

ぐに出なかったり、伝えられない人も

いることを知ってほしい。

（知的障害）（言語障害）

はいりょ かんしゃ

かんしゃ きも ことば

で つた ひと

し

ちてきしょうがい げんごしょうがい



たくさん人が並んでいたが、一番前

の男性が、「先に乗る？」と聞いてく

れた。私が先に乗って隅っこに詰め

ることができたので、全員乗ること

ができた。 （車いす利用者）

降りるときに後ろ向きで動くの

は動きにくい。相手が先に降り

て、ドアを開けていてもらえると

中のスペースが広くなり、動き

やすくなる。 （車いす利用者）

開ボタンを押して「お先にどうぞ」と譲った

ら驚かれた。お互い様だと思っているので、

できることはやりますよ！（車いす利用者）

今は優先エレベーターもできたし、昔

みたいに、いつまでも乗れないまま待

たされることがなくなって、うれしい。

（車いす利用者）

混雑しているエレベーターに「乗れます

よ？」と言われるが、人混みが苦手で

断ってしまう。 （精神障害）

「〇階ですよ」、と教えてもら

えると、ありがたい。

（視覚障害）

外出の時

エレベーターで

がいしゅつ とき

えれべーたー

のこんざつ えれべーたー

い ひとご にがて

ことわ せいしんしょうがい

お うし む うご

うご さき お

どあ あ

なか すぺーす ひろ うご

くるま りようしゃ

ひらくぼたん お さき ゆず

おどろ たが さま おも

くるま りようしゃ

いま ゆうせんえれべーたー むかし

の ま

くるま りようしゃ

かい おし

しかくしょうがい

くるま りようしゃ

ひと なら いちばんまえ

だんせい さき の き

わたし さき の すみ つ

ぜんいん の



右側の片麻痺があるので、左手

で手すりを持つ位置にしか立て

ない。立ち位置を譲ってもらえる

と助かる。 （片麻痺）

みぎがわ かたまひ ひだりて

公共交通機関

の利用

最近はみんなスマホに夢中

で下を向いていて、席が必

要な人が乗ってきても気付

かない。

座ると立ち上がるのが大変

な時もあり、席を譲っても

らっても断ることがある。

数駅なら立っている方が楽。

でもお声かけはうれしく思う。

（杖利用者）（乳児の母）

体調不良の時、顔色を見て席を譲って

くださる人もいて、とてもうれしい。

（内部障害）（若年者）（妊婦）

こうきょうこうつうきかん

りよう

さいきん すまほ むちゅう

した む せき ひつ

よう ひと の きづ

すわ た あ たいへん

せき ゆずとき

ことわ

すうえき た

こえ

つえりようしゃ にゅうじ はは

席を譲ってもらった時、失語が

あってうまく言葉が出てこないで

す。断るときも口調がきつくなって

しまうことがある。 （言語障害）

せき とき しつご

ことば で

くちょう

げんごしょうがい

ことわ

て も いち た

た いち ゆず

たす かたまひ

たいちょうふりょう とき かおいろ み せき ゆず

ひと

ないぶしょうがい じゃくねんしゃ にんぷ

ゆず

ほう らく



公共交通機関の利用

電車で

できるだけ通勤ラッシュを

避けて利用している。

（車いす利用者）（精神障害）

（妊婦）（高齢者）

大声でぶつぶつしゃべってい

るけど、考えが声になるだけで、

怖くないと知ってほしい。

（知的障害）

説明が分からないと、不安

になってパニックで暴れて

しまうこともある。

ひとつひとつ、分かりやすく

説明してもらうと助かる。

（知的障害）

出入り口の真ん中にいると邪魔

になるのではと、気を遣う。

端のスペースを空けてもらえると

隅に寄れるので助かる。

（車いす利用者）
りようこうきょうこうつうきかん

でんしゃ

せつめい わ ふあん

ぱにっく あば

わ

せつめい たす

ちてきしょうがい

おおごえ

かんが こえ

こわ し

ちてきしょうがい

でい ぐち ま なか じゃま

き つか

はし すぺーす あ

すみ よ たす

くるま りようしゃ

つうきん らっしゅ

さ りよう

くるま りようしゃ せいしんしょうがい

にんぷ こうれいしゃ



公共交通機関の利用

駅のホームで

歩きスマホは怖い。

左側の片麻痺がある、左手で

子どもを抱っこする、などで、右

側に乗らないとエスカレーター

の手すりが持てない。無理に追

い越そうとする人がいるけど、

転落しそうなのでやめてほしい。

（片麻痺）（幼児の母）

ドア付近に人がたくさんいると、

乗り込めなくて困る。車いすが

止められるように、スペースを

空けてほしい。 （車いす利用者）

慣れた場所でも、方向が

分からなくなったりすること

がある。ホームへの転落

は本当に怖いので、放送

などで案内してくれるよう

になって助かっている。

（視覚障害）

な ばしょ ほうこう

わ

ほーむ てんらく

ほんとう こわ

あんない

たす

ほうそう
りようこうきょうこうつうきかん

えき ほーむ

しかくしょうがい

ひだりがわ かたまひ ひだりて

こ だ

がわ の えすかれーたー

て も

みぎ

むり お

こ ひと

てんらく

かたまひ ようじ はは

ある すまほ こわ

どあふきん ひと

の こ こま くるま

あ

すぺーす

くるま りようしゃ

と



公共交通機関の利用

バスで

車いすを利用するようになっ

ても、バスに乗って出かけら

れるのがうれしい。

（車いす利用者）

足の障害がある息子を座

らせていると「立たせな

さい」と言われた。座っ

ていると障害が分からな

いので、困った。

（身体障害・家族）

バスは、乗降に時間がかかるので、降りるときに

運転手さんにはもちろん、他の乗客にも聞こえる

ようにお礼を言うようにしている。 （車いす利用者）

閉所や、混雑が苦手で地下鉄

は乗れないが、バスならなんと

か乗れる。 （精神障害）

工事中でバス停の位置が

変わっているとき、教え

てもらえると助かる。

（視覚障害）

体力が落ちているので、段差

が大きいと乗るのに時間が

かかる。 （精神障害）（高齢者）

りようこうきょうこうつうきかん

ばす

あし しょうがい むすこ すわ

た

い すわ

わしょうがい

こま

しんたいしょうがい かぞく

へいしょ こんざつ にがて ちかてつ

の ばす

の せいしんしょうがい

くるま りよう

ばす の で

くるま りようしゃ

こうじちゅう ばすてい いち

か おし

たす

たいりょく お だんさ

おお の じかん

せいしんしょうがい こうれいしゃ

ばす じょうこう じかん お

うんてんしゅ ほか じょうきゃく き

れい い くるま りようしゃしかくしょうがい



災害のとき情報がきちんと得られるか、

得られた情報に沿って行

動できるか・・不安。

（全障害）（高齢者）

耳からの情報だけで

状況がわかるか心配。

（視覚障害）

防災サイレンもラジオも聞こえない。

掲示など、目に見える形で案内し

てもらえるか不安。（聴覚障害）

説明が難しいと理解できない。噛み

砕いて伝えてもらえるか不安。

（知的障害）（精神障害）

いつもと違う環境や、不安が強くなるとパニックになる。

大きな声を出したり、落ち着かなくなってしまうかも・・

（知的障害）（精神障害）（乳児の母）

そもそも不安が強くて引きこ

もっているのに、避難所に

行けるのかな・・（精神障害）

移動が自由にできないので、

避難に不安がある。

（身体障害）（高齢者）（乳児の母）

薬が足りなくなったらどうしよう

（難病）（精神障害）（持病あり）

さいがい

みみ じょうほう

じょうきょう しんぱい

しかくしょうがい

じょうほう え

え じょうほう そ こう

どう ふあん

ぜんしょうがい こうれいしゃ

いどう じゆう

ひなん ふあん

しんたいしょうがい こうれいしゃ にゅうじ はは

ぼうさいさいれん らじお き

けいじ め み かたち あんない

ふあん ちょうかくしょうがい

ふあん つよ ひ

ひなんじょ

い せいしんしょうがい

くすり た

せいしんしょうがいなんびょう じびょう

せつめい むずか りかい か

くだい つた ふあん

ちてきしょうがい せいしんしょうがい

ちが かんきょう ふあん つよ ぱにっく

おお こえ だ お つ

ちてきしょうがい せいしんしょうがい にゅうじ はは



日頃の思い

早く、電車とホームの段差や隙間

がなくなって、車いす利用者が自由に

乗り降りできたり、楽に乗れるようにな

るといいな。 （車いす利用者）（身体障害）

（杖利用者）（幼児の母）

弱視で白杖を持つと「見えて

いるのになぜ持っているの

か」と思われると思ってなか

なか持てなかった。持ってみ

たらすごく快適になった！

（弱視）

ヘルプマークの配布が名古屋でも

始まった。でも、配慮の必要な人

全員がつけているわけではない。

「配慮してほしい気持ち」と「差別さ

れる怖さ」で葛藤している。

（難病）（知的障害・家族）

（精神障害）（内部障害）

車いすは身体障害のある人だけ

のものではない。高齢の人もいず

れ使うようになるものだから、社会

全体の問題で考えていかないと、

と思っている。 （高齢者）

ひごろ おも

じゃくし はくじょう も み

も

おも おも

も も

かいてき

じゃくし

くるま しんたいしょうがい ひと

こうれい ひと

つか しゃかい

ぜんたい もんだい かんが

おも こうれいしゃ

はや でんしゃ ホーム だんさ すきま

くるま りようしゃ じゆう

の お らく の

くるま りようしゃ しんたいしょうがい

つえりようしゃ ようじ はは

へるぷまーく はいふ なごや

はじ はいりょ ひつよう ひと

ぜんいん

はいりょ きも さべつ

こわ かっとう

なんびょう ちてきしょうがい かぞく

せいしんしょうがい ないぶしょうがい



あなたや

あなたの大切な人も

ある日突然

生きづらさに

直面するかも・・

あなたは、

車いすに乗って

一人で公共交通機関に

乗れますか？

あなたは、

アイマスクをして

一人で

いつも行っている

ショッピングセンターに

行けますか？

あなたは、

理解できない言葉で

説明を受けて、

安心して生活ができますか？

あなたは、

音のない世界で

危険の察知ができますか？

あなたは、

大病で寝込んでいるときや

気分が落ち込んでいるときに

「がんばれ」と言われて

頑張れますか？

くるま の

ひとり こうきょうこうつうきかん

の

おと せかい

きけん さっち あいますく

ひとり

い

しょっぴんぐせんたー

い

りかい ことば

せつめい う

あんしん せいかつ

たいびょう ねこ

きぶん お こ

い

がんば

たいせつ ひと

ひ とつぜん

い

ちょくめん



障害があってもなくても

一人で自由に外出できる

地域にするために
安心して毎日を過ごせる

地域にするために

しょうがい

ひとり じゆう がいしゅつ

ちいき

あんしん まいにち す

ちいき



あなたは
何からはじめますか？

誰もが住み慣れた地域で暮らすために
だれ す な ちいき く

なに


